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ご  挨  拶

第 3回 日本美容福祉学会学術集会

会  長  塩 原  正

本 日平成 15年 11月 2日 (日 )、 第 3回 日本美容福祉学会学術集会 を開催す ること

がで きま した。 これ も皆 さまをは じめ、多 くの学会会員・ 関係者 、協力者 のお陰 と深

甚の感謝 を申 し上げます。

一般 的 に申 します と、学会 の 目的は学会会員 の研 究成果 を発表 。論議 。情報交換す

る学術集会 (総 会 )の 開催 と、 これ らの成果 を論文 として発表す る場 、す なわ ち学会

誌 を発行す ることが重要 な事業 としてあ ります。 また、多 くの学会・学術集会 (総 会 )

は大学や研究所 、行政・ 教育機 関等 に所属 してい る学者 0研究者 の専門家 と言 われ る

会員・ 参加者 が多い ものです。勿論 それ らの方 々の結果・ 成果 は学会会員 は も とよ り

社会 に対 して還元す ることにな ります。

日本美容福祉学会 は若干壁 を取 り外 して誰 で も参加 で きます。学会 の設 立趣 旨は高

齢者や障害者 の方 々 と、その関係者 が健康 で心身 ともに社会生活 を送 り、過 ごせ るこ

とに少 しで もお役 に立つため、学術 面等で協力す るこ とにあ ります。具体的 には介護

を必要 とす る人 (施 設利用者等 )、 介護 に携 わ る人 々 (施 設従事者 等 )、 お よび福祉分

野の関連 (医 療・保健 、施設 、建築、教育、行政 、地域住 民・家族等)従事者 が抱 え

てい る様 々な問題 を科学的 に研 究 あるいは調査 を行 い、その結果 を報告 。発表す るこ

とで今後の福祉社会 に役 立てていただ くことです。

日本美容福祉 学会 は歴 史 も浅 く、学会会員数 も 130名 程 と今 は極 々小規模 な学会で

す が社会的な役割 も重要であ り社会還元活動 も必要です。 さらに任意 団体で な く将来

の法人化 をめ ざす こ とを視野 に入れ た活動 も必要 です。 そのためには相対的独 立性 を

保 つた めの努力 と自立的 な能力 をいかに確 立できるかが、今後 の 日本美容福祉 学会存

続 の鍵 にな る と思います。 この思 いは取 り越 し苦労の憂いの憂いであって欲 しい もの

です。

第 3回 学術集会 のメイ ンテーマは"セ ル フアー トケア (SAC)と 美容福祉 "と させ

ていただ きま した。 ここで言 う"美容 "は通常のパーマや髪型 、化粧 。メイ クア ップ

をす る狭義 の意味に提 らえず に、あ くまで もアー ト(Art)の 一つ と広義 に解釈 します。

日本 は現在 、少子 (合 計特殊 出生率 1.32人 )高 齢 (65歳 以上の高齢者 の総人 口に

占める割合 は 18.5%)社会 を迎 え、今 日生 きがい とゆ と りを持 って生 き生 き とした人
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生 を送 る ことがます ます大切 な理念 となって きま した。 障害者・ 高齢者 の方 々は勿論

の こ と生涯 にわたって心身 ともに快適 な人生 を過 ご したい と念願 してい る私 たちです。

そのためには何 よ りも健康 であ る 。にな るが最 大の課題 であ り、生活活動 の大部分 を

その達成 のために費やす ことは素晴 らしい ことのはずです。

そ こで、

特別講演は① 山野美容芸術短期大学学長、 山野正義先生"生 きるほ どに美 しく"

② 国語作文教育研究所所長 、宮川俊彦先生"自 己表現 と福祉 "

の 2講演です。

シンポ ジ ウムは 「セル フアー トケア (SAC)と 美容福祉 」 をテーマ とし、高齢者

や障害者施設等 で実際にアー ト (Art)を 用いた活動 を してお ります 4名 の専門家 にお

願 い致 しま した。

○音楽療法士の唐澤清美先生

.○ コ ミュニケー シ ョン イ ンス トラクター (化 粧療法含 )の

島吉琴子、仁野衣子両先生

○ア ロマセ ラピス トの安珠 (神 門真子 )先 生

一般 演題 は今 回 初 め て募 集 しま した。 本 来 の学 術 集 会 (総 会 )の 形 に第 3回 に

して少 々近づ きま した。社会福祉 士、介護福祉 士、美容 師、臨床 心理 士、看護 師、医

師の方 々が応募 して下 さいま した。 日本美容福祉 学会 を苦労 して運営 して きま した事

務局 スタ ッフ・ 関係 協力者 の努力 、 さらに応募 して くだ さいま した諸 氏に心か ら感謝

の辞 を申 し上 げます。

今 回の学術集会 の最大の基本的な 目的 は美容福祉 (学 )と は何 か、 め ざす ものは何

かを求 め、多 くの人 々 と対話す ることにあ ります。 その結果 、発表情報等 が 日本美容

福祉学会学術集会 に ご参加 くだ さいま した、皆 さまや高齢者 。障害者 の方 々に少 しで

もお役 に立つ、 さらに社会的責任 が持 て る学術集会 (学会)に発展 させ るこ とになる

と切 に思 ってお ります。

平成 15年 11月 2日
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人間の尊厳を守る「美容福祉」のために

一日本美容福祉学会第 3回学術集会に寄せて一

学校法人山野学苑理事長

山野美容芸術短期大学学長

山 野  正 義

1999年 11月 に設立された日本美容福祉学会が、約 4年間の実践を踏まえて、第 3回学術集会を開催され

ることに対 して、敬意を表すると共に激励のごあいさつを中し上げます。

私は今夏、「生きるほどに美 しく」を 1ヽ 通信社から上梓 しました_本書は、日本美容福祉学会設立に先だ

って、同年 4月 に山野美容芸術短期大学に開設 した「美容福祉学科」における教育研究と実践の軌跡を振 り

返 りながら、美容福社の将来を展望 したものです。

本書の提起に対して、日本の福祉研究の第一人者である一番ヶ瀬康子 。日本女子大名誉教授、長崎純心大

学教授からは、「大変感動しました」との評価をいただきました。また同教授は著書 「高齢社会の女性福祉」

の中で、「山野美容芸術短期大学で最近、美容福祉 というコースが立ちあがりました。これは高齢者の方に向

けて、美容というものがもっと広がりをもったものとして発展 していくという、シルバーマーケットを念頭

にいれた専門領域の確立だと思います。私はやっばりそういう意味での経済的な革命も必要になってくると

いうふ うに思っています」と、美容福祉について積極的な評価をされています。

山野美容芸術短期大学は 1992年 4月 に開学 しましたが、開学申請に対 して当時の文部省は、「生活の一方

便に過ぎない美容に高等教育は必要なのか」と、当初は否定的な態度でした。しかし 11年 間の教育研究を通

じて、美容は生活の方使に止まらず、「美しく健やかな人生を」と願 う人々にとつて不可欠の要素である二と

が実証されてきました。 さらに現在、山野美容芸術短期大学の実践と日本美容福祉学会の理論的な迫究によ

って、美容は人々の福社に貢献する大切な課題であることが、確立されてきました.い ち早く私が提唱 した
「美容福祉」という新しい概念が、高齢化が進む H本をは じめ、今世界で急速に発展 していくことは間違い

ないと思います。

一方今夏、日本の各地で少年たちが引き起こした異常な犯罪・事 1牛 がクロースアップされました。14歳未満

の少年犯罪は罪を問われない、あるいは間わないという法律をあぎ笑うような深刻な少年犯罪の激増という

現実を、私たちはどう受け止めればいいのでしょうか。

美容福社は、QOL(quallty of lli=生活 。人生の質)の向上にとって欠くことが出来ない要素として確

立されています。福祉という語感からくるイメージは、高齢者あるいは障害を持った方々が対象であるよう

に受け止められがちですが、QOLはそ うした人々だけを対象にした概念ではないはずです。人間形成の大切

な時期である少年時代において、美容福祉が貢献することはできないだろうか、ということを考えます。

関連 して、美容福祉と生命倫理 (バイオエシックス)について考えてみます。医師は、QOLの立場とSOL
(sanctlty of llfe=生 命の神聖)の立場との間で、常に深刻な苦悩にさらされます。QOLの立場からは「生

命維持装置の停止=死の選択」がありえます。しかしSOLの 立場からは生命は絶対的に神聖である以 L、 死

の選択につながる行為は許されないことになります。

美容福祉は二の問題をどうとらえるべきでしょうかЭ美容師は人が生命を終えたとき、最後の化粧をして

あげることも大切な仕事ですЭこの事実から極論すると、美容福社に携わる人々は、矛盾する概念であるQOL
とSOLの両方を最後まで追究できる唯一の職業ということになるのではないでしょうか]

美容福祉という概念は、人間の誕生と日常生活、老後から死の瞬間にいたる人生のすべての局面で大きく

関わつてくると言っても言いすぎではないでしょう。こうした意味から、「美容福祉理論と実践の展望を確立

すること」を大きな任務 とする日本美容福祉学会のさらなる発展を期待 します。
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お 知 ら せ

□受 付

1.場所

八王子市学園都市センター イベ ン トホール前 (人 王子スクエア ビル 12F)

2.参加手続 き

1)会 員 :名 簿で参加確認 の上、参加費 (2,000円 )と 引き換 えにネームプ レー ト

(兼領収書)等 をお受け取 りくだ さい。

2)一般 :参加 申 し込み票にご記入の上、参加費 (3,000円 )と 引き換 えにネーム

プ レー ト (兼領収書 )、 抄録集等をお受け取 りくだ さい。

3)学 生 :参 加 申 し込み票 にご記入の上、参加費 (1,000円 )と 引き換 えにネーム

プ レー ト (兼領収書 )、 抄録集等をお受け取 りくだ さい。

3.入会手続 き

学会入会手続 きも受付で行ってお ります。

□会 場

懇親会は 1lFク レアで行います。

懇親会以外のプログラムは 12Fイ ベン トホールで行います。

会場内は休憩所を除き、飲食は禁止 となってお りますので、ご協力ください。

なお、開場は 10時 から、プログラムの開始は 10時 30分 からとなつております。

□抄録集

会員の方は、学術集会当日、この抄録集をお忘れなくご持参 くだ さい。

なお、追加で抄録集が必要な方は、1,000円 で販売いた します。受付でお求め くだ さ

い 。

□懇親 会

17時 00分 か らクレア (八 王子スクエア ビル 1lF)に て行います。参加 ご希望の方 (学

生含む)は、受付で参加費 (3,000円 )を添えてお申し込み ください。

□入 場

学会場及び懇親会場への入場に際 しましては、必ずネームプレー トをお付けください。

ネームプレー トのない方は入場できません。
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□一 般 演 題 発 表

1.発表者 は受付で、必ず発表者受付 を行って くだ さい。その際に、映像機器の事前打ち

合わせ を事務局 としてください。

2.発表者は前の発表が始ま りま した ら (発 表予定時間の 10分前 )、 次演者席にご着席 く

ださい。

3.発表は、 日演 7分 、討論 3分 の計 10分です。開始後 8分 に予鈴を 1回、 10分で終鈴

を 2回 鳴 らします。時間内に発表が終了するよ う、ご協力 くだ さい。

4.ス ライ ド以外の映像機器の操作は、各 自で行ってください。

□発 言者

係 りの者がお席までマイクを持って参 ります。

質疑、討論の発言者 は、「所属、氏名」 を述べ、簡潔に発言 して ください。

□呼び 出 し

原則 として行いません。

□休 憩 所

イベ ン トホール前のロビーをご利用 ください。

□昼 食

学会では準備いたしませんので、各自お近くでお済ませ ください。

□関連 書籍 の展 示販 売

イベ ン トホール前の ロビーで、関連書籍の展示販売を行います。

生活協同組合 「東京イ ンターカ レッジコープ」のご協力により、 lo%引 き
の一部に対象外の書籍があ ります。)で販売いた しますのでご利用 くだ さい。

(専 門書

ロア ンケ ー ト

今回の学術集会 についてのアンケー トにご協力 くだ さい。

今後の活動及び次回の学術集会開催の参考 とさせていただきます。

受付にて回収 させていただきます。

□事務 局

事務局員は 「スタッフ」の名札 をつけてお ります。

なお、第 5セ ミナー室が事務局控え室 となつてお ります。
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プ回グラム

□会長講演      10:30～ 11:00

「お しゃれ と身だ しなみ全国調査・ SACの 概念」

塩原 正 一 (山 野美容芸術短期大学教授 )

□一般演題発表 11:00～ 12:20

□総 会 12:20´ヽ12:30

□特別講演①     13i30～ 14:00

「生きるほ どに美 しく ―美容福社のナ[量 想実現を 目指 して一」

III野  正義 (山 野美容芸術短期大学学長 )

□特別講演②     14:00～ 15:00

「自己表現 と福祉」

官川 俊彦 (国 語作文教育研究所所長)

ロシンポジウム    15:00～ 16:30

「セル フ アー ト ケア と美容福祉」

座長 岩崎由美子 (昭 和大学附属 烏山病院 )

。音楽療法の立場か ら      唐澤清美

・ベュニ|― ション'イ ンスト
''タ

ーの立場か ら 島占琴子

仁野衣子

。ア ロマテラビーの立場か ら   安  珠

(音 楽療法士 )

(コ ミュニケーション'イ ンストラクター)

(コ ミュニケーション'ア ドバィザー)

(ア ロマセ ラピス ト)

<イ ベントホール>

<イ ベントホール>

<イ ベントホール>

<イ ベントホール>

<イ ベントホール>

<イ ベントホール>
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会 長 講 演

10:30～

<イ ベントホール (12F)>

「お しゃれと身だ しなみ全国調査・SACの 概念」

塩 原  正 一

(山 野美容芸術短期大学美容福祉学科教授)



会 長 講 演

『 お しゃれ と身 だ しなみ 全 国調査 ロセル フ アー ト ケ ア (SAC)の 概 念 」

―地 域 別 比 較 の 評 価一

塩原正一 (山 野美容芸術短期大学美容福祉学科教授 )

2003年 の高齢者 白書 に よる と 65歳 以 上 の高齢者 は 2363万 人 (2002年 10月 現在 )

で総 人 口に 占め る割 合 (高 齢 化率 )は 18.5%と な り、過 去最 高値 に達 した と報 告 され

ま した。 少子 高齢 社 会 の一 方 の課題 、合 計特殊 出生率 は 13.2で 過 去最 低値 を更新

しま した (人 口動 態統計 2003年 6月 )。

わ が 国 が避 けて通 る こ との で き ない少 子 化 と高齢 者 問題 は 国家 的対 策 と して重

要 な国民 の関心 ご との一 つ あ る こ とは言 うまで もあ りませ ん。少子 化 の問題 は個人

的評価 と社会 的評価 の背 景 を持 ちます が 、高齢者 問題 は障害者 対策 と共 に社 会 的背

景 の 中です べ て の国 民 の理解 と協 力 が あ って こそ解 決 で き るもの と思い ます 。

今 、日本 は厳 しい経 済環境 の 中です が 、む しろ絶好 のチ ャ ンス到 来 と考 え、年 金 、

医療 。介護 保 険 、福 祉 、雇 用 対 策 、育児保 育施 設 等 の社会 保 障サ ー ビス の供 給体制

を見 直 し、制度 改革 をす る こ とが急 を要す大 問題 として取 り組 むべ きです。

年 を取 る、長生 きをす る こ とは高齢 者 にな る こ とです が、高齢 者社会 は急 に来 た

社 会 現 象 で は あ りませ ん。 高齢者 は一般 的 に は生産性 は劣 り、病 弱 に もな ります。

その結果 、介護 支援 等 が必 要 にな ります。 そ ん な こ とは 当然 な こ とです。 高齢者 問

題 は社会 制度 システ ムの問題 で あって、高齢 者 は生産 コス トとよ り消費 コス トが掛

か る とす る単純 な経 済 問題 をす り替 えて社 会 問題 に して い る ところが大 きい です。

長 生 きは儲 か らな い との解 釈 不 能 な比 喩 に高齢 者 問題 を持 出す の は知性 の欠 如 で

す。

戦後約 60年 間 、金持 ち物持 ちが人 生 の成 功者 、立派 な人 とい う、 この評 価 が原

理 と して定着 して しまった よ うです。 そ ろそ ろ文 明 とい う名 の も とに富・裕 を求 め

る欲 望 を 自然 中心 の社 会 に戻 す 難 しい課 題 に真 正 面 か ら真剣 に取 り組 む 時 が来 て

い るのだ と大声 で言 いたい です 。

高齢者 の介護 問題 は よ く女性 の問題 と云 われ ます。そ の理 由の一 つ と して平均寿

命 が男性 78.32歳 、女性 85.23歳 (2002年 厚 生 労働 省 簡 易生命 表 )と な り、女性 が

長 生 きをす るそ の結 果 、夫 の介護 は妻 がす る。しか し介護 は妻 、夫 、あ るい は家族・

親 類 等 の身 内の専 売特許 的業務 で は ない のです。

75歳 を越 え る と男性 よ り女性 の方 に要介護 状 態 の人 が多 くな る とす る報 告 が あ

ります。 男性 は 75歳 まで に脳 血管疾 患 等 で要 介護者 状 態 にな り、比較 的短 時 間で

死 亡す るが、女性 は脳 血管疾 患 が比較 的少 な く 75歳 まで生 き る人 が多 い ものの、

それ 以 降 に痴 ほ う症や 骨折 で要介護 者 状 態 にな る。80歳 以上 で は重度 も含 めた要介
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護者 の女性 (女 性 40%、 男性 26%)が 多 くな る との報告 もあ ります (読 売新 聞平成 15

年 2月 11日 池 田三郎龍 谷 大 )。

21世 紀 前 半 は 女 性 の 高 齢 者 は 大 幅 に 増 加 (女 性 の 高 齢 化 率 2025年
=17%、 ′50=21%)す る と推 定 され ます。 そ の意 味 で介護 問題 は女性 の 問題 で あ り、
また 75歳 以上 の後 期 高齢者 ・

(男 女 )が 1000万 人 を突破 した今 日、幅広 い女性 高齢

者 の健 康 づ く り・ ケ アが差 し迫 った重 要 な課題 と して挙 げ られ ます。
Self Art Care(SAC)の 概 念

障害者 。高齢者 の方 々は勿 論 の こ と生涯 にわた って心身 ともに快適 な人 生 を過 ご

した い と念願 してい る私 た ちです。 そ のた め には何 よ りも健 康 で あ る ,に な るが最

大 の課 題 で あ り、生活活動 の大部 分 をそ の達成 のた めに費や す こ とは素晴 ら しい こ

とのはず です。

健 康 づ く りは、一人 ひ と りが 日頃 か ら 「自分 の健 康 は 自分 で守 りつ くる」 とい う

自覚 の も とに、 日常生活 の 中で実践 して い くこ とが基本 で あ る と思 い ます。
Self Art Care(SAC)と は 自 らの持 つ技・ 術・ 考 え・ を 自己の責任 で看護 ・ 介護

に役 立 て健 康 を維 持・ 増進 す る こ とです。美術 、音 楽 、陶芸 、 ダ ンス、 ア ロマテ ラ
ピー 、ガーデ ニ ング、ス ピー チ、 アニマルセ ラ ピー 、色彩 、美容 、 ス ポー ツ等 多 く
の技 。術 が あ ります。 す で に音 楽療 法 、 ア ロマ テ ラ ピー 、介護 美 容 法 、 色彩 療 法 、
コ ミュニケー シ ョン法等 の各分 野 で高齢者・障 害者 を対 象 と した実践 活動 が実施 さ

れ てい ます。 これ らのセ ラ ピー指 導者 、研 究者 がそれ ぞれ の実践 。経 験 を持 ち寄 っ

て活発 に議 論 す る、 また総合 セ ラ ピー を開発 ・ 発 展 させ る こ とは大切 な こ とです 。

特 にそ の人 に合 った Art療 法 を見つ けだ し高齢者 。障害者 の方 々が少 しで も要介護

状態 にな らない よ うに協力 と努 力 を惜 しみ ませ ん。

Artで 高齢者・ 障害者 の方 々 を含 むす べ ての人 々が健 康 で長 生 き して下 さる こ と

は素晴 ら しい こ とです 。基本 的 には 自 らが行動 。実施 、つ ま り Active Exercise(積
極 的 な動 き)を す る こ とです が 、そ のや り方・ 方 法 を考 え る 。援 助す る 。世 話 をす

る こ とが Self Art Careの 概 念 です。

お しゃれ と身 だ しなみ全 国調 査 ・ ―地 域 別 比 較 の 評 価 ―

第 1、 第 2回 日本美 容福 祉 学会学術 集 会 の会 長特別公 演 で 「介護 施 設 にお け る "

お しやれ と身 だ しなみ "へ の関心 ― 全 国調査 よ リ ー」、「お しゃれ と身 だ しなみ全

国調 査 一 介護 施設 従事・利 用者 お よび一般 者 の意識 の比較 ―」 と題 しま して福祉

関連施設 にお け る調 査実施 資料 (28都 道府 県 )の 分析 結 果 を報告 致 しま した。

今 回 は地 域 特性 を知 るた め に地域 を ブ ロ ックに 区分 した若 千 の考 察 を報 告 致 し

ます。

基本 地域 ブ ロ ックは① 北海 道 、② 東 北 、③ 北 陸 、④ 甲信 越 、⑤ 北 関東 、⑥ 千葉 、

⑦東 京 、③神 奈川 、⑨東海 、⑩ 関西 、⑪ 中国 、⑫ 四国、⑬ 九州 、⑭ 沖縄 の 14ブ ロ

ック と (図 1)、 東 京 を⑮東 東京 、⑬ 西東京 、⑫ 多摩 の 3ブ ロ ックに、関西 の⑬ 大

阪 を 1ブ ロ ック と し計 18地域 ブ ロ ック と しま した。 但 し、施設 従 事者・ 利 用者 の

回答者 数 に よ リー部 ブ ロ ックを統合 して分析 しま した。

考察 等 は講 演 でお話 し致 します。
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図 1 14地 域 プ ロ ッ ク
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図 2 衣服類の中で最も「お しゃれ」
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図 3 要介 護者 の衣 服 の 中で最 も「 お しゃれ 」「身 だ しなみ 」 が 必 要 と思 われ るの は ?
(回 答者 :高 齢 者 施 設 従 事 者 )             上段 :1位 下段 :2位
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39“
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図9他人より「おしゃれ」「身だしなみ」をしている
(回答者 :高齢者施設利用者 )
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図11要介護者に「おしゃれ」「身だしなみ」をさせたり、
「化粧」等を業務的に実施
〈回答者 :高齢者施設従事者)

その他
5.4%

どちらともいえな
している
36.3%

していない
311%

図13要介護者に「おしゃれ」「身だしなみ」をさせたり、
「化粧」等を業務的に実施
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共 同研 究 者

斎 藤 春 枝 (美 容 保 健 学 科 )※

木 村 康 一 (美 容 保 健 学 科 )※

杉 浦 ゆ り (ゆ うゆ うケ ア デ イ サ ー ビス み な み 風 )

山 井 理 恵 (明 星 大 学 社 会 学 科 )

研 究 協 力 者

能 勢 由紀 子 (日 本 美 容 福 祉 学 会 事 務 局 )

上 国明 美 (美 容 福 祉 学 科 )※

※ 山 野 美 容 芸 術 短 期 大 学

図10他人の「おしゃれ」「身だしなみ」が気になる
(回答者 :高齢者施設利用者)
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回12 要介護者に「おしゃれ」「身だしなみ」をさせたり、
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(回答者 :四 国ブロック高齢者施設従事者)
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謝 辞

調 査 研 究 に ご協 力 頂 き ま した 各 施 設 の 関係 諸 氏

な らび に 各 市 町 村 の福 祉 課 の 方 々 に 心 か ら深 く

謝 意 を表 しま す 。 ま た 、 兵 庫 県 介 護 福 祉 協 会 の

山路 喜 代 子 会 長 に は 有 料 老 人 施 設 等 の ご紹 介 を

頂 き本 当 に感 謝 して お ります 。
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一 般 演 題 発 表

11:00ハ ψ

<イ ベントホール (12F)>

座長 :平尾良雄 (山 野美容芸術短期大学 )

1.11:00 福祉施設職員の施設利用者への化粧・おしゃれに関する意識
―A社会福祉法人での調査から… ……… ……足立香織

後藤智之、他2.11:10 高齢者に対する美容調査

3.11:20 痴呆性高齢者へのセラピー効果
―自己像描画の検討から一 原千恵子

4.11:30 昭和大学付属烏山病院内美容室の活動 ―精神科・高齢者専門病院における
美容室の役割と必要性―………………………伊藤麻衣子、他

座長 :足立香織 (旭川荘厚生専門学院 )

5.11:40 高齢者施設における美容福祉の実際 ―美容福祉学科卒業生の

取 り組みと現状報告―・………………………… 木谷佳子

6.11:50 頭スッキ リ 体操で リフレッシュ

ー創造的なプログラムにとりかかる前に一

7.12:00 介護における色彩の活用 と実践……………………………………・

8.12:10 在宅ケアとSelf Art Care… ………………………………………

高本弘

南涼子

平尾良雄、他



福祉施設職員 の施設利用者への化粧・ お しゃれ に関す る意識

～A社会福祉法人での調査から～

足立 香織 (旭川荘厚生専門学院)

1.は じめに

近年の社会福祉基礎構造改革、2000(平成 12)年の介護保険制度の導入等により、利用者が福祉サ

ービスを選び、契約を結ぶ利用制度へと福祉システムが転換 している。それに伴い今後、介護職に求め

られる業務内容に利用者の美容を支援することも含まれるのではないかとい う報告も見られつつある。

ここでは、美容支援の可能性を探る基礎的研究として、総合的医療福祉施設に勤務する福祉職に、利

用者への化粧等について調査 したことを報告する。

2.方法

1)調査対象 :岡 山県内の同一法人内にある特別養護老人ホーム、身体障害者療護施設、身体障害者授

産施設、知的障害者更生施設に勤務する現場職員 (156人 )

2)調査期間 :2002年 3月 10日 ～ 3月 24目

3)調査方法 :質問紙を各施設に訪問し配布、後日回収。 (回収率 65%)

4)調査内容 :普段の化粧習慣、化粧のイメージ、施設利用者の化粧、女性職員の化粧、業務に化粧・

美容支援が含まれるか、利用者からの訴えの有無等

3.結果

1)「施設利用者が化粧をすることが必要か」には、思 う43%、 どちらともいえない 43%、 その他 12%、

思わない 2%で あつた。

2)「女性職員が化粧をして仕事をすることが必要か」には、どちらともいえない 55%、 思 う39%、 思

わない 6%で あつた。

3)「施設における業務に化粧や美容を支援することが含まれるか」では、思 う67%、 どちらともいえ

ない 32%、 思わない 1%と なった。

4)「利用者から、化粧・美容 。お しゃれに関する訴えはあるか」では、主に女性からある 53.6%、 男

女ともある 22.7%、 ない 23.7%で あつた。

5)「利用者が施設内で自由に化粧やおしゃれ′を楽 しむために必要なこと」では、美容ボランティア等

の導入 36.4%、 施設全体の意識変革 24.2%、 利用者自身の意識変革 13.1%、 介護職の意識変革 9.1%、

介護職の増員 9.1%、 等であった。

4.ま とめ

今回の調査対象は、回答者のうち 7割 が身体障害者施設職員であり、施設の種別に偏りが出ることと

なった。施設利用者の化粧に積極的な職員は、やはり化粧行為に対 して肯定的評価をしていた。また、

施設利用者の化粧行為を必須だとは思わなくても、業務には含まれるという意見もあり、興味深い結果

となった。利用者が化粧等を自由に楽 しむためには、美容ボランティアの導入を必要とする意見が最も

多かったことは、多忙な福祉現場の現状を表 しているといえよう。

今回の調査結果を元に、より幅広い調査・分析をし、美容福祉の課題 と可能性を検討したい。
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高齢者に対する美容調査

後藤 智之
1 

網代 知史
2 

藤原 久喜
2 

藤原 政江
3 

河村 浩道
4

(1老人保健施設ヒル トップロマン 2美容室ビューティータムラ 3美容室Y・ S 4美 容室Ha～ ru)

【はじめに】

生活の質(αL)が重視される時代に当たり、これからの施設サービスは今まで以上に禾I用者の生活に潤いを与え
ることが求められる。今回、生活の質の向上を目指して、実際に(専門の)美容師(3名)に協力して頂き、施設利
用者に美容を実施することにより得られる効果と、1施馘床1用者の美容ニーズについて調査したのでここに報告す
る。

【研究規却

1.対  象 :粛配辱I」用の女性25名 (平均年齢訊歳)

2。 実施場所 :施設6階ホール (老:ン :ヽ卿動醒ヒルトップロマン)

&実施期間 :平成14年 10月 ～平成15年 3月 毎週火曜日
4実施内容 :午前～化粧・ヘアーセット、午後～ハンドマッサージ。ネイル
5.調査内容 :a化粧、身だしなみに関するアンケートb.美容施行前後の表情や言動の変化 c.美容施爾麦の感想
【結:果】

a.アンケート(質問内容と結果 :回答数20)

。あなたはお洒落をしたり、身だしなみを整えたいと思いますか        はい …18名 いいえ…・2名
・あなたはお化粧をしたいと思いまづ功  ヽ                  はし`…13名 いいえ…・7名
・あなたは現在自分でお催随をしていますか                 はい・・3名 いいた・・17名
。あなたは施設に入る前、:家にいる[申動 をしていましたか        はい …14名 いいえ…・6名
b.表情。言動の変化
・初めは化粧することに対して拒否柏勺であった禾I拝l者も仁磯弘}VI労けることにより自ら化粧をしてほしいと言

=す

~

ようになった。
・化粧をした後、周囲にいるイ[断1擬1者と談笑しており、イt猪とのコミュニケーションが広がった。
・毎週火曜日、美容師の人がきて化粧やネイルアートをしてくれるのを楽しみにするようになった。
c.美容臨耐炎の感想
・自分力Y蹴庄やネイルをイテってもらうことに対して「申し訳ない」と話す。
・化粧をした後「どこかこ出力ヽすたい」と話す。
・「きれいになりました」や「ありがとう」と喜んだり「楽しみにしていました」と話す。
【考察】

上記の結果から、お洒落や身だしなみ、化粧に対して関飾まあるが実際自分自身で化粧を行つている禾1用者は
極めて少ないことが分かった また、美容師1研り粧をしてもらうことに対して戸惑いや申し訳ないと言う気持ち
から拒否がみられることもあったが、イ覗懃)ィ |グ症をイテっていくうちに 化粧をすることを楽しみにするようにな
り、自分から化粧をして欲しいと話すように変わっていった このことから潜色的には身だしなみを整えていた
い、もともと化粧をしていたいと思う気持ちはあるが、自分ではできなかったり、できたとしても周囲に対する
気恥り渤 しヽさから化粧を行わなかったものと推毅!lされる。今回の試みにより、イ圏庁することにより生活意欲の向
上終判メ1用者のコミュニケーションが増えるなどの効果も確認できた。
【まとめ】

施設に入所している方の中にはお酒落やfビ粧をしたいと思っている方は決して少なくない。化粧をすることは
単に美しくなる、身だしなみを整えるということにとどまらず、気持ちの面に大きく作用し、生活意欲の向上に
もつながると思われる。禾I拝賭の生活に潤いを与えるために、施設サービスの中で、美容や整容の面が一層重要
になると思われ′る。
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痴果性高齢者へのセラピー効果

―自己像描画の検討から一

原 千恵子 (山野美容芸術短期大学 :美容福祉学科)

【はじめに】これまでの研究の知見から、痴果性高齢のセラピーは、いずれも基本的にはカウンセラーとの人

間関係により)晴神的安定をはかることにより、効果をイ尋ている。 しかし、痴果性高齢者にどのような治療方法が

適切であるかは、現在試行錯誤の段階で、多くの試みが期待されている。そこで、 1時間のなかにいろいろな要

素を取り込み、効果を期待できるような治療法を作り、試みた。種々の要素をとりこんでいるので、包括的心理

療法と名づけた。1セッションのなかに、体への働きかけによるリラクセーショントレーニング、自律訓練法、

イメージトレーニングとして芸術療法・化粧療法、カウンセリングをとりこみ、知的機能の活性化、情緒安定、

心的解放をめざすものである。実施にあたっては、全体的に統合させ、流動的に進めていく。つまり、身体的緊

張感をとり、気持を安定させ、自由にイメージが働く土壌を作り、芸術療法、化粧療法をするものである。セラ

ピューティックに行い、自由なおしゃべりを受容していく。4つの内容を取り入れたのは、高齢者の注意力、持

続力を考えて、短時間にいくつかの要素をとりいれ、集中してやる方が有効である、と考えたからである。

【目的】痴果性高齢者に包括的心理療法を実施し、情緒の安定や脳機能の活性化をはかる。効果を把握するため

にセラピー前後に自己像を描いてもらう。

【対象施設】現在までに5施設6グループ (特調11養護老人ホーム3、 デイケア 1、 有料老人ホーム1)で試行し

た。ここでは特別養護老人ホームを中心に述べる。

【対象者】特場;j養護老人ホーム (3施設4グループ)28人 男性 3人、女性 25人  平均 85.5歳

【セラピーの方法】1回を1時間とし、初期は1週に1回、現在は2週に1回行い、 10回から13回継続した

【結果】1.セラピーに参加したのは、28人でその中で21人がセラピーの前後に人物画が描けた。全く描けなか

った者は、能力の問題や意欲がなく、描けなかった人たちである。体調不全で、3名がどちらかしか描けていない。

(表 1)

表1 自己像描画 (セラピー前後2回 )

特男:塚義護老人ホーム (3施設4グルーラつ 28人

セラピー前後自己像描画が描けた対
｀
象者 21人

全く描けなかった者 4人

セラピー前後のどちらか 1回のみ描けた者 3人

2.自 己像描画よリセラピー効果が認められた者 17名 (81%)下降した者 1名 (5%)変化なし3名 (14%)
であった。自己像描画は、痴呆性高齢者にとってさほど難しいものではなく、まわりの人たちが描くのを見て結構

上手に描くことができた。 (表 2)

表2セ ラピー対象者の痴果の程度と自己像描画

痴果程度 変化 な し

度

度

度

重

中

軽

1

2

3(14%)

【考察】大方セラピー効果は得られた。自己像描画は、対象者に負担をかけない方法として痴果性高齢者へのセ

ラピー効果の把握方法として適切であると思われる。芸術療法、化粧療法の効果の比較も試みてみたい。

上
―

一〓
ロ
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昭 和 大 学 付 属 烏 山 病 院 内 美 容 室 の 活 動

一 精 神 科 ・ 高 齢 者 専 門 病 院 に お け る 美 容 室 の 役 割 と 必 要 性 一

伊藤麻衣子 1)、 森川 敬太 1)鈴木 昌子 2)及川麻衣子 2)

岩崎由美子 3) 鳥越 由美 D 堀 クニ子 鋤 石野 徳子 3)

(1:Sea1 2:山 野美容芸術短期大学 3:昭和大学付属烏山病院 )

1.Sentirと は・・・

現代社会において、ス トレスはもはや切 り離せない問題 となつています。そして、少子 。高齢の時代

です。日々のス トレス等から心がバランスを崩 し、社会に順応 しずらくなることはとても身近なことに

なっています。

人々の関心は、物理的な関心から心の充実 (やすらぎ)へと移行 してきています。また、歳を重ねる

ことは私達とって避けて通れない現実です。そんな背景から、現在、精神科・高齢者痴呆疾患の専門病

院は急速に変化 しています。

昭和大学付属烏山病院内に、2002年 7月 30日 開設されたのが美容室～Sentir～ (サ ンテ

ィール)です。我々の身近になりつつある環境で人間の持つ最も根本的な切望 (美 しさ)を通し、営利

目的としない美容室という空間を媒体とした心の潤いを図る試みがスター トしました。

まずはじめに、病院と美容室とい うそれぞれの視点から、新 しい発想と未来の在 り方を見直しつつ、

これまでの概念の枠をはず し、共に感 じあえる場所となる様 《Sentir・ 仏=Fee10英 =感 じ

る、感 じとる》としました。

基本理念とし、『Sentirは容姿のスタイルチェンジの為の特別な場所 (き っかけの場所)を 目

指します。』としました。

2.開設するにあたって 。・・

既存する病院内理容・美容室は機能性重視の傾向にあり、また、暗いイメージも否定することはでき

ません。今回Sentirで は、病院側の理解と協力の元にこれまでは二次的要素のひとつと考えられ

ていた個性的空間創りに重点を置きました。そして安全性を第一に考慮しつつ、かつ色調やデザインに

遊び心を演出し、利用される方に新鮮な環境を提案することを実現しました。加えて、ヒーリングミュ

ージック、アロマオイルの導入により、音と香 りの相乗効果を意識し、薬剤に関しては安全性を踏まえ、

シャンプー、 トリー トメント、パーマ液、カラー剤に至るすべてに多様化を図り、選択肢の幅を広げる

ことを可能にしました。接客にあたっては

① `患者'と しての視点で捉えない。 (お客様として捉える。)

②利用される方の `要望'`癒 し'を重視する。

③適切な対応と施術。

を留意点としました。さらに、病院側との情報交換により、日 『々外部の風』として日常変化の場所と

なることを視野に入れ運営にあたることにました。
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3. Sentirの活動内容   ≪2002, 7, 30ハV2003, 7, 31年 間集計≫

① 運営日時・・・・ 。・・ 0火曜・木曜  am1 0:00～ pm4:00

② Staff。 ・・・・ 0・ 4名のスタイリストによるボランティア

③ 対   象・・・・・・・外出が困難な方優先の完全予約制 (入院患者のみ)

利用者数総数 。・・ 439名 (男性 :166名、女性 :273名 )

年   齢・・・ 10～ 90代

4.病院内美容室の必要性 と問題点

※年間を通し運営日の予約とスタッフの確保が必要不可欠と思われました。

① 週 2日 のみの運営の為、希望日の予約が取れない。

② スタッフのローテーション調整。

③ 混乱を防ぐため、予約確認の必要性。病棟側の了解がある方のみ利用可。

④ 必要最小限の情報収集により病棟側との連結を重視。氏名 0年代・病棟欄の記入と

簡単なアンケー ト。

⑤ シャンプー、カット、パーマ、カラーリングから予算・時間。希望により選択。スタート当初

は本人の希望と了解のもと、希望者には簡単なメイクを実施。

※利用された方一人に対しスタッフが一人以上を原則 とし、場合により病院側スタッフの付添いもみ

られました。家族の付添いも高齢者の利用時に多く、美容室までの送迎は看護士の方にフォローして頂

き、予約確認の電話や患者さんの状態と安全を最優先に考えた病棟 との連結は欠かせないものでした。

利用された多くの方は、緊張の面持ちを隠せないものの笑顔で帰られる姿が日に付きました。何よリリ

ラックスと日常の変化、スタイルの変化でその後の表情・生活の好転や『楽しみの場所』と捉えて頂け

た例があり、こちら側の活力となりました。再利用率も60%近くに上がりました。しかし、美容室側

のスタッフ調整や、予約変更、送迎の人手不足、コミュニケーションの徹底など問題点も日々明らかに

なってきました。相互がより良く影響し合うためのミーティングや改善も必要と思われます。

5。 今後の課題と将来性について

手探りからはじめた精神科・高齢者痴果疾患専門病院の美容室運営には、今後更なる課題と無限の将

来性を秘めていると実感いたします。医療と美容の結び付は、社会福祉において今必要とされている“幸

福"=Welfareに 最も単純、かつ、率直に繋がるものと考えます。誰もがそうなりたいと願い、

又、そうなるべきと考えます。事実、『快い暮らし』『 より良い生活』そして『繁栄』のために、様々な

法律・制度・活動が存在しています。社会福祉の原理として集約される 〔基本的人権の尊重〕〔ノーマ

ライゼーション〕〔自立の援助〕〔参加と連帯〕が社会に適切に対応し、その在り方や必要性を一人ひと

りに、より身近なものとして提え・考える機会を提供し、新たな分野との相互性に日を向けることは、

益々必然となると考えます。その一つとして、病院内美容室の新しい役割と方向性を熟慮し、実践の場

での経験と知識を増やし、実績と重要性を定義づけていければと思います。第一歩として、昭和大学付

属鳥山病院内美容室Sentirの 存在が多くの方に提起し立案と漸進に務めたいと考えます。
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演題 高齢者施設における美容福祉の実際

美容福祉学科卒業生の取り組みと現状報告

(株)民間介護サービス研究所

木谷 佳子

平成 14年 9月 の美容師の国家資格取得後、美容福祉の活動を本格化 させた。現在は美容福祉担

当とい う立場で本部に所属 し、付属する施設を廻り美容サービスを提供 している。主に廻る施設は

「老健」「有料老人ホーム」である。130名入所の介護老人保健施設 「銀の舟 よこはま」にはサロ

ン (理美容室)が設置されそこで活動 している。他は理美容室がなく、デイルームや洗面所などを

活用 しての理美容、イベント時のお化粧、着付けなどをしている。美容エステということでハンド

マッサージ・フェイシャルマッサージを行っている施設もある。

■ 老健における理美容室の使い方

* レイアウト → ぬいぐるみ

お花

* 音楽

* 鏡の利用位置

○ 男性

○ 女性

* 実施事項    洗髪

カラー リング

ブロー

料金設定について

* スイコームの活用→寝たきり利用者・痴癬の利用者等

* 介護美容師との連携

■ 美容エステサロン

* 有料老人ホームにおいてライフサポー トと一緒に行 う

【今後の課題】

料金を再検討し適正料金を設定する。また、美容福祉担当者としての施設内での役割を明確にし

て行きたい。単なる側面ということではなく介護を活性化するものとしていきたい。

以上、試行錯誤 しながらであるが、活動の現状をここに報告する。
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頭スッキ リ 体操で リフレッシュ

創造的なプログラムにとりかかる前に

高木 弘 (上川病院)

ディサービス (通所介護)やディケア (通所 リハビリ)で メニューとしてや

っているものに毎 日行われる体操がある。それは朝の送迎のあと、お茶をだし、

バイタル (体温脈拍呼吸)チ ェックをし、主に午前中にとりおこなわれるもの

のひとつであるcそ うして午前中のプログラムを消化 し午後はレクリェーショ

ンタイムとなり、歌を歌った り手工芸やったりする。そ うしたときに一 日の流

れのなかで体操 とい うものがどうい う位置を占めるのかを考え直 したい。

まず利用者の前であいさつをする。そ うして リアルオリエンティーションと

いわれる日付の確認、時候の話、季節の話題をする.次に体操はADL(日 常

生活動作あるいは広義に日常生活行為)を高めるために、主に手足を中心とし

た骨格筋を鍛え、有酸素運動 (持久運動)をすることにより、新陳代謝を高め

ることを目的とするものをやる。 ここでデ イサービス、デ イケアで行われるあ

らゆるサービスメニュー、特に脳の活性化につながるプログラム、芸術活動、

手工芸の前に、そのウォーーミングアップとしての体操を考えてみる。

今までの体操は手の運動をさきにやるものが多かった。動きやすい手からは

じまり、体全身、足のほうへ向かって動きをひろげていく順序である=そ して

また、首からはじまり、.肩、腕、1要、.足、つま先へと上から下へ順々にほぐし

ていくや り方である。骨格筋を動かし、ADLを 高めるためには、このような

手順が良いのかもしれない。 しかし、あとに続 くプログラムのために、今、体

操 としてなにが必要なのか、どうい う手順で考え、体を動か していけば良いの

か、疑間があった。

結論からい うと、手より足がさきである3上半身より下半身が先であるこそ

うして第二の心臓 といわれる下半身を活性化 させ足から全身に血流を促 して後

に、全身運動をする[,そ うして頭を使 う創造的なプログラムヘ移行する。そ う

すれば一層効果的であるcも しそのような手続をふまえないで、手から、首か

ら体操をは じめた場合、やっている本人が覚醒 してお り、明確なノ/ヽ ビリマイ

ン ドがない限 り、自動的な動き (自 分で動かすこと)は期待できない。そのよ

うなわけで脳を活性化 させる手段 として下半身 (足)か らやる体操を進める(ラ

それは関節を動かす、ス トレッチをするなどの複雑なや り方とは違い、 lif純に

拳または平手でたたくとい う方法をとる。 これが高齢者にとってもっとも自動

的な動きが期待でき、 しかも全身への血流を促すや り方である。

以上 日木足操術研究会の小野先生より独 自のご指導を願えたのでここにその

手技を紹介する。
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介護における色彩の活用と実践

南 涼子 (カ ラーコンサルタント・日本ユニバーサルカラー協会理事長)

1.は じめに

福祉サービスの質の向上が叫ばれて久 しい今 日、高齢者介護の現場では手探 りながら豊かな生
活を提供する手段の模索が始まっています。その多くは高齢者の心身を活性化 させ、自発性を高
めるということを目的としたセラピー、レクリエーションです。

こうした取 り組みは現在新聞、雑誌等の各メディアでも頻繁に取 りあげられ、社会的に注目さ
れ始めています。報告者もその一環として色彩を介護に取 り入れるとい う実践を行っていますが、
衣食住に大きく関わる色彩は介護に直接的な影響を与える重要な要素であると実感 しています。
今年神奈川県内の施設でも「福祉の視点」から「人間を学ぶ」というコンセプ トのもとに、介護
ヘルパー養成訓練で 「色彩」についてのカリキュラムが取 り入れ られ、その講義においても色彩
への関心の高さを伺い知ることができました。

2.介護環境における色彩の役割

介護に色彩を取 り入れるとい う試みは、 2000年 の介護施設改修に伴 う住環境の色彩計画か
ら始まりました。介護施設の色彩は高齢者の気分に密接に関わるだけでなく、介護を行 う人の精
神状態にも作用 し、長期に渡って影響を及ぼすため充分な配慮が必要です。適切な色彩によって
構成された空間は方向認識を手助けし、安全性を高めることにもつながります。

色彩計画を行 うにあたっては事前調査の結果と以下の諸条件

①各部屋の利用目的

②フロアごとの入居者の身体的特性と行動特性
③高齢者の視覚特性

④各フロア、部屋の日当り

⑤痴果の段階に応じた知覚的刺激

⑥利用者、施設職員への心理的影響
⑦既存の色彩との調和など

を分析・考慮 し、これをもとにコンセプ トを設定して、色彩計画の基本方針を策定 しました。
主として身体的介護の必要な高齢者の居住フロアには活気を促す明るい暖色系を中心に、痴呆

症状が見られる高齢者のフロアには落ち着きを促す淡く穏やかな色調の色彩を中心に色彩計画を
行っています。

3.アンケー ト調査報告

色彩計画後に実施 したアンケー トでは
「利用者が穏やかにな り、介護が しやす くなった」、「利用者の表情が明るくなった」
との声も聞かれ、色彩の介護における必要性を改めて実感 させ られました。
(図 1、 図 2参照)
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◆色彩計画の実際的効果に関するアンケー ト結果 ～痴果の利用者のフロアに導入 して～

回答者 :特別養護老人ホーム「緑の郷」職員 22名 (3、 4階フロア担当)

ol.色 窮を取り入れたこと:こ よって入居者に良もヽ,響はあったと思われますか ?

13名 59.1,(∫ ) 4名 (182%) 5名 (22,%)

■:ある

E]ない

目 わからない

Q2.色 奏を取り入れたことでこよって自分自身ハ、の良もヽ毒轡はあったと思われますか
=

20名 (910%) 1名 (45%〉
1名 (15%)

■日ある

E]ない

国わから槙ヽ

Qlは介護職員から見た高齢者の変化について、Q2は介護職員自身の変化についての設間で

す。この結果から見る限 り、介護施設内の色彩は高齢者のみならず、介護スタッフにとってもよ

り良い影響を与えることが分かります。介護スタッフの心理状態は利用者にも直接的に影響を与

えるため、介護の質を向上するにあたって色彩への配慮は必要不可欠といえるでしょう。

4.レ クリエーションヘの応用

この取 り組みには思わぬ余波 もあ りま した。 この頃か ら介護スタッフが入居者の衣服の組み合

わせにも気を遣って選ぶようにな り、自らの服装も利用者に好感を持たれる色使いを考えるとい

う変化が見 られたのです。 これをきっかけにケアの一環 として色を取 り入れることが介護をより

充実 したものにするのではないかと考え、色彩をレクリエーションの一環 として行 うに至 りまし

た。現在では外見的な魅力を高めるカラー&メ イクレクリエーションとメンタルケアを目的 とし

た色塗 リレクリエーシ ョンを行っています。 どちらも高齢者の自信 と積極性を高めることを目的

としたもので、男女共に参加できるスタイルで行っています。特に色彩を媒体 として自己表現を

行 う色塗 リレクエーションは、普段抑制 している感情を解放 して色は心に溜まったス トレスを吐

き出 し、精神のバランスを調整する手助けとな ります。 自己表現をもた らす色彩は参加者同士や

介護者 とのコミュニケーションの向上にも役立っています。

5.ま とめ

これまで実施 した介護現場における色彩計画、色彩レクリエーションとい う取 り組みを通して、

色には様々な力があるとい うことを感 じています。今後もこうした活動を継続 しながら、さらに

介護にもたらす色彩の効果を実際的に研究 して行きたいと考えてお ります。
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在宅ケアとSelf Art Care

平尾良雄 (山野美容芸術短期大学 。ひ らお内科クリニック)

杉浦ゆり (ゆ うゅ うヶァディサー ビスセンターみなみ風 )

仲田安里 (ゆ うゅ うヶァディサー ビスセンターみなみ風 )

わが国は、世界中のどの国も経験したことのないスピー ドで高齢社会に突入 してお り、
社会状況の変化とともに、家族関係、人間関係、住居や介護の諸問題など、新 しい社会問
題が次々と生まれている。 しかし、そのような問題がいかに多くあろうと、私たちは年を
とつても住み慣れた自分の家で、できるだけ自分らしく生活 したいと思 うことに変わりは
ない。「できる限り自立して在宅で生活すること」が私たちの理想であろうc

美容福祉は介護予防だけでなく、要介護状態も包括する概念である。人生をいかに充実
し、意義あるものとして生きるかは、一一度 しかない有限の生を生きる私たちの必須の課題
であるc ソクラテスによれば 「生きることでなく、よく生きることこそ、何よりも大切に
しなければならない」 (『 クリトン』)のである。大事なことは生きることへの意味づけがさ
れているかどうかである。障害がありながらも心が豊かであること、前向きに楽 しんで生

きることが、美容福祉の考え方でもある。人は残念ながら年をとれば個人差はあるものの、
健康を損ねることもあり、また体力が低下したりもする。その延長上に要介護状態が発生

する。現在、全国で実施されている介護予防事業は、高齢者が寝たきり状態、要介護状態
に陥らないようにしようという全国的な取 り組みであるが、介護予防 (消極的取り組み )

から美容福祉 (積極的取 り組み)へ 、より積極的な考えかたがこれからの高齢社会には必

要となろう。

わたしたちのグループは医療 。福祉などの社会資源を利用 して、地域に支えあいの輪を

作る活動を実践している。介護は単に個人のがんばりだけで解決できる問題ではない。今

回は、「障害がありながらも心が豊かであること、前向きに楽しんで生きること、そ してで

きる限り自立して在宅で生活すること」をめざして、SAC(SelfArt Care)セ ルフ・ア
ー ト・ケアの考え方を生かした、在宅で生活している高齢者の事例を紹介する。

事例 : KHさ んの例 81歳   男性

KIIさ んは前立腺癌でしかも骨転移を告知されている。妻と二人暮 しであり、病院に通院
しているものの、病気に対する今後の不安は大きく二人で途方にくれていた。わたしたち
のグループは在宅医療、訪問看護などを通 じて、現在の病状と予後についてお二人に理解
できるよう十分な説明をし、また専門医に紹介することで今後の不安軽減を図った。KH
さんご夫婦は人生に前向きになり、わたしたちの勧めで、ご自身が今まで趣味として取 り

組んできた木工模型の作品展を、近所のデイサービスセンターで開くまでになった。
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特 別 講 演 ①

13:30～

<イ ベントホール (12F)>

「 生 き る ほ ど に 美 し く 」

一美容福祉の理想実現を目指 して一

山 里予 正 義

(山 野美容芸術短期大学学長 )



特 別 講 演

「生 き る ほ ど に 美 し く」

―美容福祉の理想実現を目指して一

山野 正義 (山 野美容芸術短期大学・学長 )

1_は じめに一 「生きるほどに美 しく」(IN通信社刊)発行の 目的

学校法人・山野学苑は、1999年 4月 、山野美容芸術短期大学に「美容福祉学科」を開設 して、「髪

・顔 ・装い 。精神美 ・健康美」か らなる「美道」に基づ く美容を福祉・介護 の分野に発展 させた「美

容福祉」の研究・教育をスター トさせたっ以来 4年間の研究・教育 と福祉現場 における実践の結果、

「美容福祉」は、21世紀の福社 の分野に新 しい可能性 と展望を提起 した。本書はその検証 レポー

トである。

「美容福祉」に基づ く諸政策の実現 によって、「高齢者が元気になる⇒積極的な消費活動を展開

す る⇒デ フレを脱却す る⇒ 日本が元気 になる」 可能 1生 がある。「美容福祉」は、 日本再生の起爆剤

となるであろ う。

2.「生活の方便」か ら「芸術」へ、「健康 ・福祉の手段」へ・・・・「美容」の発展

美の価値 の差異や、美の価値基準の断絶を包含 して、なおかつ美を創造す るとい う実践を「美道」

とわれわれは呼んでいる。・・・・「美道」とい う概念は、茶道、花道、芸道な どがそ うであるように、

「道」 とい う言葉 を使 っていることでわかるよ うに、思想 なのである。われわれ美容に携わるアー

テ ィス トは、人の顔や体 をキャンバスに して、美 とい う架空の創作をす る。・・・。 (山 野愛子著 「美

容芸術論」)

山野愛子・初代学長は、生涯 をかけた美容教育 と実践 を通 じて、美容を貫 く根本的なテーマは「髪

・顔・装い 。精神美・健康美」の 5大原則か らなる 「美道」にあることを提唱 した。 この美容の定

義によって、美容は芸術 ・健康 。医学・心理学 を包含す る新 しい学術分野 として確立 したことを意

味す る。

「山野美容芸術短期大学」の開学 中請 (1991年 )に 対 して、文部省 は当初 、「美容は生活の方便

(目 的のために利用す る便宜的な手だて)に 過 ぎない。高等教育にはな じまない」 と回答 した。 し

か し美容 と美術 を結びつ けたカ リキュラム構成 によって認可を得て、 1992年 4月 に 「美容芸術学

科」を開設 した。

1996年 4月 、健康美 を追究す る 「美道」の発展段階 として、美容を健康分野 と結びつけた研究

教育を推進す る 「美容保健学科」を開設 したっ

1999年 4月 、美容は健康な人々だけの特権ではない。高齢者や障害を持つ人々にも美 しく健や

かに生きる権利がある。美容 |ま そ こにも貢献すべ きであるとの視点に立って、「美容福祉学科」を

開設 した。

山野美容芸術短期大学の開学 と美容保健、美容福祉学科の開設は、 日本における 「美容」が、生

活の方便か ら芸術へ、健康・福社 の新 しい手段である 「美容福祉」へ と発展・確立 してきた輝か し

い歴史である。
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3.「美容福祉学科」開設から現在まで

1999年 4月  「美容福祉学科」開設。卒業と同時に「介護福祉士」資格取得。美容師国

家試験受験資格は、山野美容専門学校の通信課程で取得。
1999年 11月 日本美容福祉学会設立。

2002年 3月  第 1期生、31人 卒業。 (福祉施設=16、 美容室等=8、 その他 =7)
2002年 9月  「NPO全 国介護理美容福祉協会」設立」

2002年 10月 美容師対象の 「訪問介護員 2級課程研修」開始

2003年 3月  第 2期生、53人 卒業。 (福祉施設=23、 美容室等=23、 その他=7)
2003年 4月  美容師養成施設認可。2006年 3月 の卒業生から、「介護福祉士」と「美容師

国家試験受験資格」の 2つ の資格を取得できる。

「美容福祉学科」は開設以来、実践 と結びつけた研究・教育を推進 し、特に老人福祉施設へのボ

ランテ ィア活動、アメ リカの福祉に関す る教育 と政策を直接見問す るアメ リカ研修旅行を重視 して

いる[,こ れは、 日本 の福祉政策の現状を正確 に認識する中か ら、 日標 とすべき福祉のあ り方を具体

的に体得す ることが必要だか らである。また先行 して開設 した美容芸術学科、美容保健学科の学生

に対する 「訪問介護員 2級課程」資格取得を実施 している。福祉 。介護の基礎資格 を持つことは、

美容師を目指す学生にとって も不可欠だか らである。 このように、美容芸術・美容保健両学科は、

美容の視点か ら福祉へ、美容福祉学科は、福祉 ・介護の祝点か ら美容へ とアプローチ して 「美容福

祉」を多角的に追究す ることを目指 しているのである。

4.「 美容福祉」研究・教育・実践の展望
。「生きるほ どに美 しく」ンヽの価値観の転換 を
目
sunsct is as bcauti■ll as sunriscr, 高齢社会は、高齢者が主役 になる社会である。その主役である

高齢者が、生きがいのある人生を送ることができるためには、 日々の生活が輝 いていなければな ら

ない.高齢者が生きがいを持てる社会は、次代 を担 う青年たちに老後の人生のあ り方を指 し示す こ

とになる。その意味で、受身の福祉か らボジテ ィブ・エイジングヘの価値観の転換は、高齢者だけ

でな く青少年に も必要な視点である。「美容福祉」の研究・教育 ,実践は、高齢者 自身 とそれ を支

える人々に価値観の転換を求める積極的な提起である.]

・高齢社会を支える政治 。経済システムヘの転換を

豊かな高齢社会を実現するためには、それを経済的・組織的に保障する政治 。経済システムが不

可欠である。そのためには、①欧米の福祉先進国と比較 して低 レベルにある社会保障関係予算を、

政府 と各政党に働きかけて増額させる。②高齢者への美容を介護保険の対象にするなど、介護保険

制度を大幅に改善 。向上させる。③美容師と介護福祉士を一体化 した 「美容福祉師」制度を法制化
する……など美 しく生きることができる基盤 を確立させることである。

・ QOL(quality Of l旋 =生活 。人生の質)と SOL(sanctity Of liた =生命の神聖 )

QOLの 立場か らは生命維持の治療 を止めるつ ま り死を選択することも有 りうる. しか し SOLの
立場か らは、生命は絶対的に神聖である以上それはあ り得ない。医療の分野では、常にこの問題 に
ついてぎ りぎ りの選択が求 め られ る。「美容福祉」の立場か らは、一見矛盾す る 2つ の概念 を同時

に追究す ることができると考える。「美容福祉」は、人間が生命 を終え、神に召 され る直前まで、
「生きるほ どに美 しい人生」を追究す る概念である。
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特 別 講 演 ②

14:00～

<イ ベントホール (12F)>

「 自 己 表 現 と 福 祉 」

宮 り|1 俊 彦

(国 語作文教育研究所所長 )



特 別 講 演

自 己 表 現 と 福 祉

宮川俊 彦

国語 作 文教 育研 究 所所 長 E教 育 評 論 家

前 国 際 学 院 埼 玉 短 大 副 学 長 ・ 教 授

中華 人 民共和 国 国立南 開大学客 員教 授

アメ リカ合 衆 国 シア トル大 学 客 員 教 授

牽強付会 と して 申 し上げ るな らば、心や意識 の美容 が肝 要 であ る とい うこ とにな り

ます。人 間は言語 に よ り自己を形成 してい きます。 自己表現 は最近 で こそ種 々の心 の

問題 に対 しての有効性 を強調 され てい ます が、そ の内実 はまだ明快 な理論構築 はな さ

れ ていませ ん。またデー タ も不足 し、借 り物 の理念 をそれ こそ 日本 の現状 に牽強付会

してい る感 が あ ります。

私 の専門は特 に言語 。文章 を手段 とした 自己表現教育です。机 上論 の学者性 は当初

か ら排 して第一次デー タの収集 と分析 と実際の臨床・現場 を持 ち続 けて きま した。百

万人 を超 える子 どもた ちや大人、企 業人や高齢者 な どが ター ゲ ッ トとして あ ります。

その過程 で 自明 とされ て きた こ とな どもい ちい ち検 証 して きま した。

納得 のい くもの もあれ ば、実 は曖味 に していたのだ とい う所 も見いだ して きま した。

特 に戦後 の 日本 で も最近 の 日本 の意識 環境 は 日本 的 な言語環境や そ こでの蓄積 、心的

な特性 な どを上台 と して踏 み込 んで捉 えていか ない と、結果 としての現象や病理 の解

釈 に終 わ ってむ りや り納得 させ て しま うとい うことに もな りかね ませ ん。

福 祉 の発想 とい うの は近代社 会 に於 い ては合 理 主義 の産 物 と考 えて差支 えないで

しょ う。は じかれ た ものや弱者 に対 しての社会 的 な奉仕性 とい うこ とです。 日本 で は

これ が人並み であ ることを基準 として推進 され ています が、そのためにむ しろ一般基

準 の観 点如何 ではその福祉政策 の対応 策 もひ どく哲学 を欠 いた もの にな ります。つ ま

りは社会政策論 としての福祉 であって、教育学 、哲学的 な政策論 と しての もの にはな

りえていない とい うこ とです。
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これ は今後 を想 定 してい くな らば必然 と して提起 され てい く問題 と して あ ります。

た とえば高齢者 や病 院 で の長 期療養 者 を対象 と した文 章表 現 の境域 や それ に よる

活性化 によって、何 のた めに生 き、ど う自己は 自己であ るか とか、 自己の体験 を顧み

つつ も今 を浮 き彫 りに してい くな どの、意識 の喚起や基軸・気力 の形成 がで きてい き

ます。これ は私 の ささや かな実践 の中で も実証 して きた こ とです。また一定社会 か ら

隔離 され て い る病棟 での生活 の 中でイ メー ジの開拓 や思 索視 野 の拡 大 はそ の病棟 内

の共 同生活 に多 くのプ ラス傾 向 を促 してい きます。

人 は 自己を語 り、自己をその言語や表現 として認知 され てい くこ とで、自己の内面

の強化 を図 ってい きます。そ うい う類 いの指導体制や そ こまでいかないまで も機 会 を

提供 してい くことはます ます不可欠 な こ とになってい くと考 えます。

さ らには程度 に もよ ります が痴果 症 の高齢者 た ちへ の実効性 の あ る刺戟療 法 と し

て文章 は確 実 に手法的 な水準 を確保 してい く必 要が あ る とも考 えます。

む しろか か る福祉 対象者 こそ本 来 の人 間 の本 質 に対応 してい く領 域 か らの実践策

が喫緊 の課題 であ る と考 えます。これ は治療 の本来性 に も関連 してい く事 にな ります。

自己の人生 の句読点 と しての文章 の作成。それ らは 自己 も人生 自体 を作 品化 してい く

ことにつ なが ります。

治療 対象 とい う認 識 と共 に活 性 化対象 と しての位 置 を医療 も教 育 も持 つべ きだ と

い うこ とです。

私 は これ らを文章療法 と称 します。研 究所 での約 30年 の実践性 を踏 ま えて この領

域 の必要性 と必然性 を提 唱 したい と思 います。美容 と福社 の融合 は必然 です。この着

眼はま ことに正鵠 を射 ています。そ こに言語 と教育 を表現 の場 を最終設 定 と して整合

させ てい くとい うこ とが眼 日です。

さ さや か です が 問題 意識 を も とに真 摯 に実践 してい る こ とを も とに した ご報 告 を

させ ていただ きます。
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シ ン ポ ジ ウ ム

15:00～

<イ ベント本一ル (12F)>

「セルフ アー ト ケア (SAC)と 美容福祉」

座長 岩崎由美子 (昭和大学附属烏山病院)

・音楽療法の立場から

唐澤清美 (音楽療法士 )

・コミュニケーション・インス トラクターの立場から
島吉琴子 (コ ミュニケーショ)ノ

.イ
)/ス トラクター)

仁野衣子 (コ ミュニケーション'ア ドバイザー)

・アロマテラピーの立場から

安  珠 (ア ロマセラピス ト)



演題 :音楽療法の立場から

日本音楽療法学会認定音楽療法士

唐澤清美 (福生学園 )

音楽療法とは

音楽療法をひとことで説明することはとても難 しいことです、が分かりやす くまとめると障

害のある方、何 らかの生き難さを持つ人に対 して「その人らしくのびやかに生きること」 (Q

OLの 向上のため)を「音楽のはたらき」を使い手助けすることが目的といえます。音楽療法

をおこなうには、音楽はもちろん、医療・ 心理学・ 福祉・ 教育など様々な領域が密接に結び付

いています し、行われている場所も、障害者・ 高齢者などのための福祉施設、精神科・ 心身医

療などの病院 0ホ スピス、学校など非常に多岐にわたっています。そのため音楽スタッフのみ

で行われるばかりでな く、医療関係者・ 作業療法士 (OT)理 学療法士 (PT)・ 言語聴覚士

(ST)0施 設職員等とチームをくみ行われることも多 く、関連領域との情報交換や協力が大

切になっています。音楽という領域ひとつをとってみても、聞 く、弾 く、歌 う、作る、踊るな

どあらゆる方法が使われています。

I.音楽療法の歴史

音楽が人々を癒 し、なだめ、説得する効果を持つことは歴史的に古 くから支持されてきまし

た。人々は体験的に音楽の生理的、社会的機能を理解 していて、困った時や良い解決の見つか

らない場面で様々に利用していたものと思います (音楽療法のルーツ)

現在の音楽療法は、第二次世界大戦の後戦争ス トレスによる心身症がどのような医薬治療で

も回復できず、音楽療法によってのみ治癒できた事実から、アメリカで本格化 し、イギ リスを

始めヨーロッパでも盛んになりました。日本へはアメリカ・ コーロッパに遅れること五十年、

1970年 に紹介されています。

Ⅱ.音楽療法の定義

【広義】広 く音楽を取 り入れた治療やリハビリテーション・ 教育・ 保健活動等

【狭義】音楽の持つ生理的・ 心理的・ 社会的働きを、心身の障害の回復・ 維持改善に向けて、

意図的・ 計画的に活用して行われる治療技法を指 します。

Ⅲ.音楽療法の対象者

精神疾患・ 知的発達障害 (児 )者・ 身体障害 (児 )者・ 高齢者 (健常・ 痴果 。その他の疾患 )

0内科慢性疾患・ 麻酔時・ 心療内科・ ホスピス (緩和病棟)の 患者等大変広範囲を対象に実施

されています。
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Ⅳ.活動別に分類 した音楽療法

*聞 く音楽療法 :ア ルファー波音楽 0リ ラクゼーショ音楽・ BGM音 楽など

*話す音楽療法 :音楽による回想法など

*動 く音楽療法 :音楽の演奏活動によるもの 。ダンスなど

*作 る音楽療法 :即興的な演奏や曲作 りを通 しての活動

V.音楽療法の事例報告

① :Uさ んの事例…和太鼓活動によリコミュニケーションの改善 した事例

Uさ んは 50歳の男性、ダウン症・ 視覚障害・ 重度知的障害を有 し、知的障害者施設に入所

している。全 く発声すらないため言語的なコミュニケーションは難 しく、また自発的な行動が

少なく依存傾向の強いUさ んにコミュニケーションの改善を目的としてた音楽療法を行 った。

初めは好きに大鼓を叩 くだけで「始め・ 終わり」の合図が伝わらず、自分自身をコントロール

する事も出来ずいつまでも叩いていた。回を重ねるごとに変化が見 られ、まず叩いているとき

に笑顔がでは じめた。次に自分の順番を待 っているような様子が見 られるようになる。セッショ

ン20回 目頃からセラピス トの掛け声に合わせてしっかり叩き終わる事ができるように改善され

た。またセラピストの叩 く様子をよく見るようになり、模倣打ができは じめてきている。

日常生活においては「笑顔が増えた」「 自分から他者に働きかける場面が見られる」「会話を

楽 しめる」「冗談が通 じる」等コミュニケーションの広がりが見られるようになった。

Ⅵ.セ ルフアー トケア (SAC)と しての音楽療法

家族をはじめ他者から援助されることの多い高齢者・ 障害者達がその人らしい生き方を求め

QOLの 向上を目指 して行 くとき大切なことが幾つか考えられます。その一つにコミュニケー

ション (能 力)が ありますがこれは特に大切になると考えます。高齢者・ 障害者達は自分の気

持ちを相手にどのくらい伝えられるか、また援助者はどのくらい高齢者・ 障害者達の気持ちを

くみとる手段を持 っているかということになると思 うからです。音楽療法は音楽の力により心

への働きかけ (心理療法)が大変有効はたらき、これにより心の解放・ 意欲・ 信頼関係が成立

しやす くなってきます。さらに対象者と同 じ目の高さで、ともに出会い、ともに感 じ、ともに

動き、ともに喜ぶことによリー層コミュニケーションが取 りやす くなって くると考えます。

高齢者・ 障害者達の自分 らしい生き方や自らの力で行 うケア (SAC)の QOLの 向上に、

またセルフアー トケア (SAC)の 観点での関連領域との新 しい係わりあいの中から、音楽療

法はどのようにしたらより効果的に作用するか追求 していくことは、今後さらに大切な課題に

なると思います。
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コミュニケーション インス トラクターの立場から

島吉 琴子  (コ ミュニケーション インストラクター)仁 野 衣子 (ホ

゛
ランティア イサ )

【 目的・動機 】

独自の考案した 【メンタルコミュニケーション法】は、自らの体験 (困難や危機を打開した自ら身

に付けた,(経験・コツ・勘・直観)を活用する事によって広い範囲で成果が見られます。単発的

な触れ合いではなく長期に渡り継続する「メイク」をコミュニケーションの「きっかけ」の手段と

して活用、人の目に見えない心と心の触れ合いです。決してメイクを目的とするのではなく又、メ

イクアーチス トの腕の見せ場でも無いのです。障害を伴えば伴うほどコミュニケーションが難しく

なります。そこでメイクをコミュニケーションの「きつかけ」の手段として「女性心理にもとずい

た心理的配慮」を用いることによって、より安心感や信頼感を深め、信頼関係を築き上げます。

【 効果 0成果 】

身体接触が 簡単に取れメンタルコミュニケーションメイクをしながら、肌と肌の触れ合 う中楽し

い会話は弾み、継続する事により信頼関係を築いていきます。このようにして互いの喜び、悲しみ

を分かち合い、時には「うんうん」と愚痴も聞く。この、「ゆっくり聞く」と云 う行為が向上心・

社会参加へと導いて行きます。その笑顔は回りの笑顔も誘い全体の活性化にもなります。このよう

にして周 りの理解と本人の意志で「ファッションショー」が開催 される様になります。施設内でモ

デル体験のある方は自信が付きモデルをお願いすると、一人では外出が困難な為、心ある施設職員

に手を引かれながら施設外のイベン トに参加、誇 らしげに舞台を歩き客席にプロのモデルのように

ニッコリ笑顔で手を振 ります。

この、【メンタルコミュニケーション法】が、医療,福祉 と連携 し役立てられるならば、介護する

側,さ れる側にとって理想であり,「遠慮」「我慢」を取 り除き心を癒されます。誰もが 「心で聞く

耳を持ち、心で見る目を持つ」と云うことなのです。高齢者社会を迎えた現在、いいえ、誰もが迎

える人生だからこそ進歩した医学的側面だけでなく、心理的,精神的 。環境側面も重視 しなければ

ならないと思います。個人的な活動だけに留まらず,福祉に幅広く役立てられるならばより良い高

齢者・障害者医療 となるでしょう。 5年以上継続する中で多くの成果を見る事が出来ました。又、

考えさせられる事も多くあります。継続する事により特に高齢者 (痴果)の方の変化に気づくこと

が数多くあります。

【 コミュニケーションのポイント 】
コミュニケーションメイクは「してあげる」ではなく「させて頂く」 心の姿勢

1.【 目線】 相手の目線に合わせ、腰を低く下げ向き合う 相手の話を聞く

2.【握手】 両手で包み込む優しい握手をしながら接する

3.I声がけ】無反応と決めつけず常に話しかける

4.【メイク】立つ位置は横、手の位置は特に体の不安定な人ほど首の後ろに手を添える

5,【 口紅】 唾液、紅と同時に唇を動かす人を無理に押さえつけたり、摘まんだりしない

6.I消毒】 紅筆・ハサミ等は毎回使用後に消毒し衛生に気をくばる

7.I記入】 名前の書ける人は書いてもらう。記入する事で変化を読み取る事ができる

アト・ハ
゛
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のアンケー ト

メイクをした本人の反応

1 職員や周 り人に声をかけてもらい嬉 しそ う

2 会話をしなが らのお化粧なので普段あま り話を

しない方もお喋 りしている様子も見 うけられ

コミュニケーションの大切 さを再確認 しました

職員の反応

1 メイクを話題に会話する時間が増えた

3 年齢に関係なくお洒落を楽 しむ事により

人間らしく生き生きと生活を送ることに

大きな役割を果たすことを実感 した

ンケー ト

120%

100,6

80%

60%

40%

20%

0%

スライ ド発表

A ハン ドメイクは心地よかった

B 施設に入 りたい

C 家族と一緒が良い

D loo歳になつてもお洒落でいたい

E 常に綺麗にしてくれる人がそばに

居てほしい

職員の反応」

2 利用者 との関係がより深 くなる

4 月 1回よりも毎回の方が痴果の

人には良い結果が見られると思 う

□ 10代
■ 20イt
□40代 50代

80

60

お 000¢

l 女 8

2 女 7

3 男 7

4 女 8

5 女 1

6 女 7

7 女 4

8 女 4

9 女 7

0代 慢性 リュウマチによる体感機能障害、歩行困難、ファションショーに参加

0代 脳性小児麻痺・神経発達遅滞・歩行困難、 2年 目にして彼女からの会話
0代 軽い痴果、 6ヶ 月後ハン ドメイクを覚る、 1年後字が乱れる。施設入居
0代 我子を自宅介護。ダンス・太極拳で自分を磨き会の専属モデルとなる
00歳。極度の難聴、歩行困難、足はムクム「記念写真撮影」

0代 半身麻痺、重度の弱視、 7ヶ 月日にしてよだれ停止

0代 意志伝達は机を叩く事で表現、 1年後テーブルに文字を書く
0代 肢体不自由、会話は痰が絡み呼吸困難、 2年後には目に表情が出る

0代 重度の痴果、 4ヶ 月でモデル体験後転院 3ヶ月後再開、笑顔消える
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アロマテラピーの立場から

安 珠(アロマセラピスト・アロマグルーヴ代表)

1、 アロマテラピーとは

アロマテラピーとは、植物から抽出した芳香物質 (精油)を心身の健康維持・増進に利用する自然

療法です。植物の香 りは薫香として、古代から心や魂の健康のために使われていましたが、20世紀に

入 り、フランスの化学者・ガットフォセがラベンダーの精油で火傷を治したことがきっかけとなり、

精油を利用した療法を 「アロマテラピー」と命名 しました。精油の効果は (1)香 りが嗅覚を通 して

心理的生理的作用を引き起こす、 (2)精油成分が体内に浸透 して薬理的な効果を及ぼすという2つが

主な作用経路と考えられています。精油は適正な使用方法と濃度を守れば、セルフケアにも安全に利

用できるものですc

2、 施設でのアロマテラピー実践例

近年、アロマテラピーは医療・福祉現場でも利用 され始めています。施設によって取 り入れ方は様々

ですが、ここでは筆者が訪問 している病院の例を挙げてご説明 します c

1)ア ロマテラピーの導入

この病院は精神科病院で、ス トレス疾患専門病棟を設

け、カウンセ リング、作業療法など各種療法をおこなっ

ています。アロマテラピーも取 り入れたいとい う希望が

あり、最初はスタッフ向けにアロマテラピーの基本につ

いての勉強会をおこない、その後、月 1回訪問してアロ

マテラピーを実践する事になりました (表 1参照)。

2)実践内容

ス トレス疾患専門病棟の人院患者を対象とし、レクリ

エーション的に、アロマテラピーを使ったセルフケア方

法の紹介と実践をしています。所要時間は 30分程度で、

アロマテラピーの精油をみんなで嗅いだり、原料である

植物の話をしたり、精油を利用したクラフ トづくり、ハ

ンドマッサージ、足浴などをおこなっています。

現在は、実践を始めてから3年 目ですが、はじめのう

ちはリラクセーションを目的に、訪問した私たちが患者

さんにハンドマッサージをしていました。 しかし、半年

2プロ

ほど実践してから、看護師さんと相談 し、患者さんが人に頼るのではなく、自分でケアできる方法を

学び、入院中や退院後も自然にセルフケアとして取 り入れられるようにするとい うことを目的として、

プログラムを組んでいく事になりました (表 2参照)。

■参加者:10名 ～20名

■所要時間 :30～ 40分

■実践の流れ

・アロマテラピーの基本を説明

・精油を使つたクラフト作成や実践

・ハーブティーなどの試飲口質疑応答

・精油を使つたクラフトづくり

化粧水、石鹸、うちわ、虫除けスプレ

ー、かゆみ止めクリーム、バスソルト、

マッサージオイルなど

・実践方法の紹介

足浴、手浴、セルフマッサージ、吸入、

湿布など
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3)患者の反応・感想

最近は、導入当初に比べ、病院全体にア

ロマテラピーが浸透 してきたため、アロマ

テラピー講座の時間を楽 しみにしている患

者さんも増え、この時間が良い気分転換に

なつているようですc「精油はどこで購入

出来るか」「クリームの作 り方を教えて欲

しい」「リラックスにはラベンダー以外、何

が良いか」など積極的な質問を受けること

も多くなりました。

図 1は、昨年 「虫除けスプレー」を作成

した後に実施した患者アンケー トの結果で

す (表 3参照)。 この回は虫除け効果のある

レモングラスという精油を用意 しました。

クセのある香 りなので、どうしても気に入

らなかったら、好きな香 りを使用 してもら

うようにしたところ、過去に何度か出席 し

ている患者さんはペパーミン トやラベンダ

ーといった自分の気に入つている精油を選

んだことが興味深いと思いました。

精油には成分上の作用が伴いますが、効

表 3アロマテラピー講座「虫除けスプレーづくり」

果効能にこだわるよりは、自分の好きな香    図 1アロマテラピー講座の使用精油の感想
りの精油を使用することが、セルフケアで     *1ま レモングラスの代わりに患者が選択した精油
は基本になります。何度か講座を体験して

いる患者さんが、自分の好きな香 りを選んでいることが頼もしく思えました。

3、 アロマテラビーのセルフアー トケアとしての可能性

福祉施設にてアロマテラピーを実施するメリットとしては、以下のことが考えられます。①介護者、

被介護者のコミュニケーションツールとなる、②精油の心身への効果が期待できる、③セルフケアと

してのバリエーションが豊富なので、セルフケアに取 り入れやすい、①精油の抗菌作用などが空気清

浄、消臭などの環境整備に役立つ、⑤介護者の気分転換になる、などがあります。

アロマテラピーをはじめ、代替療法の多くは、個々の個性に合った実践を基本としています。マニ

ュアルに沿った画一的なや り方ではなく、セルフケアを実践する個人にあった方法を共に探 していく

姿勢が必要です。そして、アロマテラピーを福祉現場に適 した形で有効に生かすためには、福祉現場
の各専門家とアロマテラピーの専門家のチーム体制で検討 していくことも大切であると考えますc

2002 7

精油(レモングラス)の香りについて

*ペパ=ミント

*ラベンダー

未記入

きらい

どちらでもない

すき

01234
囲はじめて参加 □何度か参加

■参加者 :17名

(はじめて参加 9名、何度か参加している8名 )

■使用精油 :レモングラス

*レモングラスが嫌いな場合には、ラベンダー、

ペパーミントから選択してもらう。
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広告協賛一覧

協   賛

山野美容芸術短期大学

広   告

山野美容芸術短期大学美容福祉学科

株式会社ア リミノ

株式会社キタ・メデイア

株式会社オカセン

生活協同組合東京インターカレッジコープ

千代 田漢方ク リニ ック

ハイパープランツ株式会社

日本通運株式会社新宿旅行支店

株式会社 日本 ドリコム

日本ユニバーサルカラー協会

株式会社ヤマノ

山野美容芸術短期大学

(50音順 を原則 とさせ ていただ きま した。)
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